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学校評価アンケート結果報告 
平成 31 年 1 月 

大 阪 高 等 学 校 

本校では、よりよい学校づくりを目指して改革を続けております。さらなる教育の環境整備と質的向上、教育成果

の向上のために様々な取り組みを重ねて参りました。その成果を確認するとともに、更なる改善に向けた課題形成を

図る機会として本年度も学校評価アンケートを実施しました。集計結果に分析を加えて、学校改革・教育改善の

進捗をお伝えすべく本書面をまとめました。ご高覧のうえ、ご意見等を頂戴できれば幸甚です。 

学校長 岩本信久 

 

凡例と集計方法について 

凡例：■そう思う ■どちらかといえばそう思う 

集計結果は、特に断りがない場合、「わからない」を除いた有効回

答を分母とした百分率で表示しています。グラフ中の数値は小数

点以下を四捨五入しているため、表示が一致しないことがあります。

今後も情報発信の充実を図り、教育意図の説明をはっきり行うこ

とで、皆様からご明確なご判断を仰げるように努めて参ります。 

 

９割超が、本校に入学させて良かった 

 

「大阪高校に入学させて良かったか」という質問で

総合的な満足度をお尋ねしました。過年度から引き

続き、肯定的な回答が占める割合は 9 割を維持して

います。満足度に与える寄与度が特に高い、「誠実対

応」「学習指導」「進路指導」を中心に更なる教育活動

の改善を図り、本校を選択して下さった方のより多

くに満足してもらえる学校を目指します。満足度へ

の寄与度はコース・学年による違いもあり、それぞれ

が期待を不安の度合いを映す鏡と理解し、ニーズに

応じた教育リソースの最適配分を図りつつ、より良

い学校経営を目指して参ります。 

あったかい学校であり続けます 

Q 本校の特徴として次のどれが当てはまると思いますか。 

 

本校の特徴は何かという問いに、保護者の 47％が

「いきいきと学習や部活に励んでいる学校」を、30％

が「ひとりひとりを大切にしてくれる学校」を選びま

した。3番目は「部活と勉学の両立を図ってくれる学

校」です。大高は今後も、生徒と先生が一体となった

“あったかい学校”であり続けます。なお、上位 3項

目の次には「進路指導がしっかりとなされる学校」

「自立心を養ってくれる学校」が並びました。これら

の期待にも引き続きしっかりと応えていきます。 

将来を切り開く力を養うのが学校の使命 

子どもに獲得させたい資質として最も多くの保護

者が選んだのは「将来を切り開いていく力」（47％）

です。この成果を端的に表す指標である「お子様は、

学校生活の様々な場面で目標をもってひたむきに頑

張っていますか」という問いへの肯定的な回答は、昨

年度とほぼ同じ 77％に止まり、未だ改善の余地が大

きく残ります。上位に並ぶ「自主自立の姿勢」（38％）、

「学力・知力」（33％）、「協調性・社会性」（30％）に

ついても期待に応えるべく最善を尽くします。 

Q 今後、子どもに獲得させたい資質はどれですか。 

 

「学校にさらなる充実を求めたいものは何ですか」

という別の質問では、「進路指導や就職支援」（68％）

と「学習指導や学力向上」（67％）を選んだ保護者が

最多です。生徒による学校評価アンケートでは「自分

は目標をもってひたむきに頑張ってきたと思います
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か」という質問での肯定率は昨年度を 7 ポイント上

回る 74％となり、改善の余地が残る結果ながら、学

校を挙げて取り組んできた授業をはじめとする教育

改善は着実に成果をあげつつあると思われます。大

きな変革が予想される社会にあって保護者の皆様の

期待は益々大きなものになりますが、それに追いつ

くべく教職員一丸となって改善を加速させます。 

Q お子様は、自分なりの目標や課題をもって日々の学習に

取り組めるようになりましたか。 

 

安全確保と規律ある生活の実現 

「生徒の安全に対する学校の取り組み」と「高校生

にふさわしい規律ある生活」の 2 項目については、

引き続き高い評価を頂戴いたしました。高校生活の

基礎・土台としてさらなる改善に取り組む所存です。

今後の取り組みの中でご家庭のご協力を求める場面

もあると思いますが、宜しくお願いいたします。 

 

学校広報の充実のさらなる推進 

様々な教育活動に取り組むとき、その意図と方法、

及び成果を正しく伝えることが重要と考えます。学

校ホームページでは、紙媒体／文字ベースの連絡文

書では伝えきれない生徒が活躍する様子を保護者の

皆様にもお伝えすべく、Photo Room を設けました。

お時間の許すときにご高覧いただければ幸いです。

今回、「連絡文書や懇談会などを通じて学校の様子は

十分に知ることができるか」という質問には 8 割を

超える肯定的な回答をいただきました。この項目で

肯定的な回答をいただいたご家庭と否定的な回答と

なったご家庭では、他項目での評価に大きな差が生

じます。今後も注力いたしますのでご期待ください。 

 

ご家庭での対話に関する評価は直近 3 ヵ年であま

り変化がありません。学校の様子を伝えきれなかっ

た要因のひとつであると考えます。時期に即した対

話の材料を不足なく提供することにこれまで以上に

注力し、ご家庭での対話機会を作る策を講じます。 

Q 進路希望や将来の職業あるいは学校での様子などに

ついて家庭で話をすることはあるか。 

①話をする機会がよくあり、保護者も関心をもって会話に臨んでいる 

②話をする機会はあるが、あまり突っ込んだ話にはならない 

 

保護者会などで取り上げて欲しいとするテーマは

下図の通りです。年度により多少の増減はあります

が、基本的には項目ごとの選択率の順序に大きな変

動はありません。圧倒的多数の方が、進路や入試に関

する情報を選んでいます。コースや学年による違い

も踏まえて、適切な話題・情報を適切なタイミングで

保護者の皆様と共有できるよう運営に努めます。 

Q 保護者会やクラス懇談会で取り上げてほしいこと、充

実を望むことはどれですか。 

 

学校行事、部活動の指導 

学校行事については、連続して評価を高めること

ができました。肯定的な回答は 85％まで増えてきて

います。本校では、「生徒が主役！」の学校行事を、

主体性や協働性が育む場と位置づけています。肯定

的な回答のうち、「どちらかと言えば」という但し書

きがつくものがいまだ大半を占めていることから、

更なる改善が必要と考えております。 
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Q 学校行事が充実しており、行事についての様々な工

夫や学校の姿勢が強く感じられますか。 

 

一方、部活動におけるクラブ顧問の指導は、昨年度

に前年を 5 ポイントも下回る下降があり、改善に努

めてまいりましたが、肯定的な回答率を高めること

ができませんでした。引き続き、改めるべき点の特定

を急ぎ、ご期待に添える態勢を整えます。 

Q 生徒の部活動に対して、クラブ顧問は熱心に指導して

いると思われますか。 

 

さらなる充実が求められるもの 

Q 今後、学校にさらなる充実を求めたいものは何ですか。 

 

前掲の通り、「学校にさらなる充実を求めたいもの」

として、学習指導や学力向上を選んだ保護者が最多

でした。ひとつの価値に偏ることなくバランスよく

教育活動の充実を図っていきたいと考えております

が、まずは圧倒的に多くの声が集まった学習指導や

学力向上、進路指導や就職支援の 2 項目の充実に優

先的に取り組んでいく必要があると考えます。設備

の拡充・再整備は現在急ピッチで進んでいます。 

Q 学習指導は充実しており、学力向上に十分な成果を

挙げていると思われますか。 

 

学校全体での肯定回答率は、昨年度を 3 ポイント

上回る 68％となりました。生徒による授業評価アン

ケートでは、「授業を受けて学力の向上が実感できる

か」という質問で肯定的な回答が 9 割を超える授業

が、この 1 年間で 38％から 58％に急増しています。

保護者の皆様からは「わからない」の選択が例年通り

15％ほどを占めており、学校を挙げて取り組んでい

る授業改善の成果を十分にお伝えできていないこと

にも反省すべき点があると考えます。本校の建学の

精神は、「全人教育」即ち、知育、徳育、体育のバラ

ンスのとれた教育ですが、その核となるのは何と言

っても知育です。協働的な学習、生徒が主体的に参加

する学びへの転換にむけて、研修と研究を重ねてお

ります。その成果を今後もご期待ください。 

Q 進路指導が充実しており、生徒の希望進路の発見・

実現に十分に役立っていると思われますか。 

 

昨年度の学校評価で集計値に低下が見られた進路

指導は、わずかながら評価を回復しました。3ヵ年の

計画的な指導をグランドデザインとして定立すると

ともに、薬・看護医療系を志す生徒や公務員を目指す

生徒への支援プログラムも一層の充実を図っていま

す。各フェイズの指導法、指導計画について担当分掌

を中心とした研究を重ねると同時に、生徒、保護者に

対して指導の実際や意図するところをきちんとお伝

えしたいと思います。取り組みの進展は保護者会や

学校ＨＰでお伝えいたしますのでご注目下さい。 

将来を考えた行動選択、共存の資質 

学校評価アンケートでは、保護者の目を通した生

徒の成長ぶりをお尋ねしています。「将来と結び付け

た行動の選択」では学年が上がるにつれて肯定的な

回答が占める割合が増えていきますが、1年から 2年

にかけての伸びが大きくないことが課題であり、本

年度もその改善に取り組んで参りましたが、大きな

効果は得られませんでした。今後は、ポートフォリオ

の導入を機に、生徒一人ひとりが自分の足跡とあり

方を考える機会を拡充し、抜本的な改善を図ります。
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一方、「立場の異なる相手に耳を傾ける姿勢」は例年

通り、早いうちに身につけている生徒が多く、入学後

も様々な経験を機に順調に推移している様子です。 

Q 保護者の目から見てお子様は、自分の将来と結びつ

けて今なすべきことを考えられるようになりましたか。 

 

Q 保護者の目から見てお子様は、立場の異なる相手の

意見にもちゃんと耳をかたむけるようになりましたか。 

 

頑張る姿、意欲の原資 

Q保護者の目から見てお子様は、学校生活の様々な場面

で目標をもってひたむきに頑張っていると思いますか。 

 

「学校生活の様々な場面で目標をもってひたむき

に頑張っているか」という質問への回答は、過年度と

ほぼ同じ水準です。現状で 2 割強の割合で残る否定

的な回答の裏には「もっと頑張ってほしい」との期待

があるものと拝察いたします。この質問に肯定的な

回答をしてもらうための大前提は「生徒が目標を持

つこと」ですので、三か月先、半年先に控えるハード

ルや選択の機会に向けて用意を整えさせ、日々のタ

スクに挑む姿勢を作る指導を心掛けて参ります。 

Q お子様が意欲や目標をもって学校に進んで通う姿勢

を示している対象は何ですか。 

 

保護者の目から見た子供の意欲の対象は、左下図

の通り昨年までとあまり変わりませんが、生徒の回

答では、ここ数年「学習や進路実現」の選択率が大き

く上昇してきています。また、昨年度のデータでも確

認できたことですが、「学習や進路実現」を選んだ生

徒は、他を選んだ生徒に比べて総合満足度を尋ねた

質問で肯定的な回答を選ぶ割合が顕著に高いことも

近年の大高の特徴です。授業改善と進路指導の一層

の充実を通して学力向上と進路実現に前向きに取り

組む生徒を今以上に増やしていくことが、大高を選

んでよかったと考える生徒を増やすと考えます。 

育友会の活性化、保護者との相互理解 

育友会は保護者と教職員の協力・連携の場として、

生徒の健全な成長、教育の向上・発展を目的に平成に

入って新設した組織です。その活動内容を知ってい

る保護者の割合はここ数年 33％前後で低迷しており、

「活動内容に関心がある」とした保護者も 44％→42％

→41％→40％と徐々に減ってきているのが現状です。

今後も活動の充実を図るとともに、活動を広く知っ

ていただくことにこれまで以上に注力します。 

 
H26 H27 H28 H29 

たいへんに関心があり、内容

も分かっている 
7.2% 8.3% 6.9% 6.7% 

関心はあるが、内容について

はよくわからないことが多い 
37.0% 34.2% 34.0% 33.0% 

あまり関心はないが、活動の

内容はある程度知っている 
26.2% 25.5% 25.7% 27.3% 

あまり関心はないし、活動の

内容もよく知らない 
29.6% 32.0% 33.4% 33.0% 

保護者の要望・意見に対する学校の誠実な対応に

ついては、肯定回答率が 83％→85％→87％と改善す

る一方、「わからない」も全体の 3分の 1を占めてい

ます。育友会に担っていただく校内広報の充実を図

り、学校と家庭の相互理解を一層深めていく必要が

あると考えます。是非ともご協力をお願いします。 

大阪高校は今後も改革を続け、地域の期待に応える 

学校、在校生・卒業生が今以上に誇りに思える学校を 

目指します。今後ともご支援とご協力をお願いします。 

 

本報告書へのご意見・ご質問は下記にて承ります。 

TEL:06-6340-3031 FAX:06-6349-3719 

保護者による学校評価アンケート担当： 教頭 上山 陽 

H28入学 H29入学 H30入学

1年11月 64 64 64

2年11月 66 66

3年11月 80

（回答分布を100点満点に換算して表示してあります）

H27入学 H28入学 H29入学

1年11月 74 76 76

2年11月 77 77

3年11月 79

（回答分布を100点満点に換算して表示してあります）

31%

28%

30%

45%

48%

46%

77%

76%

77%

H28

H29

H30

49%

37%

23%

19%

クラスでの友人とのふれあい 53%

クラブ活動 39%

進路目標実現への接近 22%

学校行事（学園祭など） 21%

H29
H30



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


